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平成24年4月9日（月）仙台河川国道事務所の海岸課を中心として、
「仙台湾南部海岸復旧推進室」を設置しました。

海岸復旧事業を着実に推進し、平成2７年度に完了させるため、地域
の皆様や関係機関との一層の協力が必要との観点から設置されました。

海岸復旧推進室は、堤防復旧工事に関する業務を一括して実施し、
地域の皆様や関係機関との連絡調整窓口の一元化を図り、より一層の
効率的な復旧事業の推進に取り組んで参ります。

平成24年3月27日（火）山元町坂元で、山元海岸堤防
復旧着工式を行い、齋藤町長、桜田事務所長の挨拶の後、
阿部町議会議長、渡辺宮城県議会議員からご祝辞を頂きま
した。

桜田仙台河川国道事務所長も、「５年以内の復旧を目指
し最大限の努力をする」と述べ、一日も早い復旧に向け、
関係者一同決意を新たにしました。

6．2mから7．2mにかさ上げし、「粘り強い構造の
堤防」を整備。模型の大きさで復旧される。

「安心安全な暮らしのため一日でも早い
復旧を」齋藤俊夫町長のあいさつ

中村出張所長による事業説明

復旧室の看板を設置する工藤河川
部長と武田室長（海岸副所長）

堤防復旧着工の証として「堤防締固め」を行う様子



＊＊＊ 工事期間中は周辺地域の皆様にご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願い致します。 ＊＊＊

岩沼海岸

山元海岸

今回の災害復旧事業においては、仙台空港
や下水処理場等、地域の復旧・復興に不可欠
な施設が背後にある区間については概ね平成
24年度を目途として完了を目指し、全区間
についても概ね5ヶ年での完了を目標として
います。

本復旧工事の第一弾として、平成23年度に

下記工事が契約になりました。下記区域以

外も順次契約し、工事着手していきます。

番号 工　事　名 施工業者名 工　期

① 二ノ倉工区　北部第１工事 春山建設(株) H24.  2.14 ～ H24.11.30

② 二ノ倉工区　北部第２工事 (株)松浦組 H24.  2.14 ～ H24.12.  7

③ 二ノ倉工区　北部第３工事 伸和興業(株) H24.  3.  3 ～ H24.12.14

④ 二ノ倉工区　第１工事 大豊建設(株) H24.  3.  9 ～ H24.12.14

⑤ 二ノ倉工区　第２工事 若築建設(株) H24.  3.13 ～ H24.12.21

⑥ 二ノ倉工区　第３工事 若築建設(株) H24.  3.13 ～ H24.12.21

⑦ 二ノ倉工区　第４工事 (株)大本組 H24.  3.16 ～ H25.  1.25

⑧ 二ノ倉工区　第５工事 若築建設(株) H24.  3.17 ～ H25.  2.  1

⑨ 二ノ倉工区　第６工事 (株)森本組 H24.  3.16 ～ H25.  2.  1

⑩ 二ノ倉工区　第７工事 (株)本田組 H24.  3.  9 ～ H25.  1.18

⑪ 蒲崎工区　北部第１工事 (株)上の組 H24.  2.15 ～ H24.11.30

⑫ 蒲崎工区　北部第２工事 春山建設(株) H24.  2.22 ～ H24.12.  7

⑬ 蒲崎工区　北部第３工事 (株)本田組 H24.  2.23 ～ H24.12.14

⑭ 蒲崎工区　北部第４工事 奥田建設(株) H24.  3.15 ～ H25.  1.25

本復旧工事の概要

番号 工　事　名 施工業者名 工　期

① 笠野工区　北部第１工事 野村建設(株) H24.  2.14 ～ H24.11.30

② 笠野工区　北部第２工事 野村建設(株) H24.  3.  1 ～ H24.12.  7

③ 笠野工区　北部第３工事 阿部春建設(株) H24.  3.  1 ～ H24.12.14

④ 笠野工区　北部第４工事 松尾建設(株) H24.  3.16 ～ H24.  2.  1

⑤ 中浜工区　坂元地区南復旧工事 岩田地崎建設(株) H24.  3.  1 ～ H24. 1.30

いよいよ、本復旧工事が開始しました。
皆様にはご迷惑をお掛けするかもしれま
せんが、安全第一で施工します。
ご協力よろしくお願いいたします。
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※地震前断面は仙台湾南部海岸堤防高TP+5.2～7.2のうち中浜地区の代表断面イメージ
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堤防が大きく強くなります。
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裏法被覆強化

堤防天端強化

※構造の詳細については検討中であり、今後変更となる可能性のあるものです。


